
 評価のポイント 

 CL-1.看護実践能⼒︓ニーズをとらえる⼒ 
 ［8-1］バイタルサインの測定と基本的解釈 

 80歳、認知症の患者が、ベッドから転落。「痛い痛い」と⾜を押さえている。 
 体温 35.8℃ 脈拍110回/分 ⾎圧130/90mmHg 呼吸回数 30回/分 SpO₂ 96% 興奮状態。 
 この患者のバイタルサインを評価してみましょう。また、どのような観察が必要か考えてみましょう。 

 配布資料12を参考に、バイタルサインの異常値、変化、代償反応、状態を評価する。 
 なぜ、このようなバイタルサインになっているかを考える。 
 ベッドから転落することで、どのような⾝体的な影響が考えられるか︖ 
 痛み、興奮などの状態から、⾎圧はどうなるのが通常の代償反応なのか︖ 
 カテコラミンリリースなどをキーワードに考えてみて欲しい。 


